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コロナ川柳　優秀作品決定！

第22回第22回
鎌ケ谷市社会福祉大会について鎌ケ谷市社会福祉大会について
隔年、開催している本大会は、新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大が未だ抑
制されていない状況にあるため、今回は、
令和 3年 2 月 10 日 ( 木 ) 表彰式のみ開
催する予定です。

令和２年４月１日~令和２年１０月 30日（敬称略・順不同）
ありがとうございました

寄付者 使途 金額・品名

匿名 福祉のために アルコールボトル等

相良　直美 福祉のために 手作りマスク 70 枚

元 邑の会会員一同 福祉のために 33,438 円

故　岩井　信子 福祉のために 100,000 円

小林　朗子 福祉のために タオル 350 枚

寄付者 使途 金額・品名

花まつりをもっと身近に
キャンペーン 福祉のために 19,200 円

匿名 福祉のために 8,434 円

中里梨園 福祉のために 5,500 円

国際ソロプチミスト船橋 福祉のために 50,000 円

今年度のすまいる祭りは、新型コロナウイルス
感染拡大防止の為、中止いたします。
11月 27日号の地域新聞へ「すまいる祭り地域
新聞編」として市内の就労継続支援 B型事業所の
紹介を掲載いたしますので、ぜひご覧ください。

すすままいいるる祭祭りり

【小学生の部】

コロナくん　みんなのじゆう　うばうなよ

（小学 3年生）

【中学生の部】

長生きを　願って会わず　電話する

（中学 1年生）

【大人の部】

大声を　だすなと孫に　叫ぶ祖
じ じ

父	 コロナ禍や　転じて福を　つかみ取る

わが妻も　マスク美人の　仲間入り	 深まった　コロナのお陰　家族愛

旦那とは　進んでソーシャル　ディスタンス	 会いたいよ　コロナ終息　母思う

テレワーク　デスクの下は　パジャマなり	 コロナ禍で　帰れぬ孫から　金送れ

すし詰めも　ゴホンと言えば　空きが出来	 盆帰省　コロナで来るなと　言われたり

コロナ禍で　我が家の中は　NO密だ	 コロナ禍は　孫に会うのも　スマホ越し

コロナには　まけるなみんな　がんばるぞ
（小学 5年生）

最優秀賞

優 秀 賞

「新型コロナウイルス」を題材に川柳を募
集したところ、ウィットとユーモアあふれる
作品が数多く届きました。たくさんのご応
募ありがとうございました。
※�応募作品は２ページ、３ページに全て掲載
しています。最優秀賞を受賞した

青木莉子さん



　　　　◇いろんな気持ち　　分かち合おう、みんなで◇
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ロ
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ロ
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ロ
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ロ
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迷
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と
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と
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ロ
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を
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菌

日
課
で
す
　
う
が
い
手
洗
い
　
マ
ス
ク
し
て

活
動
自
粛
　
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
　
ボ
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ロ
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が
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ロ
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ワ
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イ
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を
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ロ
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Ｔ
Ｏ
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光
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光
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Ｔ
Ｏ
イ
ー
ト
　
ト
ラ
ベ
ラ
ー

夢
を
見
た
　
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
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追
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え
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力
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た
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我
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の
　
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
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ほ
れ
な
お
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あ
る
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そ
も
そ
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取
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と
思
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ー
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す
る

コ
ロ
ナ
鍋
？ 

コ
ロ
ナ
渦
で
し
ょ
？ 

コ
ロ
ナ〝
禍
〟で
す

マ
ス
ク
し
て
　
美
人
に
見
え
る
　
愛
嬌
顔

朝
早
く 

買
い
し
め 

マ
ス
ク 

三
年
分 

化
粧
し
て
　
マ
ス
ク
生
活
　
紅
さ
さ
ず

も
う
す
こ
し
　
み
ん
な
の
え
が
お
　
す
ぐ
ち
か
く

幼
子
も
　
コ
ロ
ナ
怖
い
と
　
手
を
洗
う

テ
レ
ワ
ー
ク
　
家
で
も
妻
か
ら
　
隔
離
さ
れ

海
外
へ
　
転
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発
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ロ
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れ
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コ
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待
機
　
エ
プ
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ン
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が
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に
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感
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を
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げ
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た
め
に
　
皆
マ
ス
ク



福祉
サービス
案内

「必要な相談・情報・支援が得られるしくみ」を促進す
るために、地区社会福祉協議会では「福祉サービス案内」
を行っています。福祉にかかわる情報を知りたい時や行
政等の相談窓口がわからない時には、ご相談ください。
専門機関、窓口などをご案内いたします。

中 央 地 区 TEL 442-5145
中央東地区 TEL 442-5144
東 部 地 区 TEL 442-5141
西 部 地 区 TEL 047-389-6061
南 部 地 区 TEL 442-5143
北 部 地 区 TEL 442-5142

時間はいずれも
火～土曜日

9 時～ 16 時

◇共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい）のお問い合わせは 047-444-2231 ◇

　赤い羽根共同募金は、「じぶんの町を良くするしくみ。」をテーマに、住民
ボランティアや地域福祉活動（高齢者、障がい者、子ども、災害時など）を
応援しています。
　今年は、新型コロナウイルスの影響で、地域の自治会活動、各種
催事などが、ほとんど中止となっており、赤い羽根共同募金も地域
の協力を得ることが、大変厳しい状況です。
　しかし千葉県内や鎌ケ谷市内で支援を必要とする人たちがおりま
すので、ご協力をお願いいたします。
　昨年度の実績は、6,285,688 円のご協力をいただきました。

赤い羽根共同募金が10月１日より赤い羽根共同募金が10月１日より
全国一斉にはじまりました全国一斉にはじまりました

障がい者との交流に役立っています

　令和２年７月の大雨災害により、各地で
甚大な被害が生じました。
　被災された方々の生活再建の一助とする
ため、下記の被災県共同募金会において、
義援金を募集しておりますので、ご案内い
たします。

○義援金の名称
①熊本県南豪雨義援金
②令和２年７月福岡県豪雨災害義援金
③令和２年７月大分県豪雨災害義援金
④令和２年７月豪雨災害義援金（鹿児島県）
⑤令和２年７月岐阜県豪雨災害義援金
⑥令和２年７月佐賀県豪雨災害義援金
⑦令和２年７月島根県豪雨災害義援金
⑧令和２年７月豪雨災害義援金（長野県）
⑨令和２年７月山形県豪雨災害義援金
※受付場所
�千葉県共同募金会鎌ケ谷市会� �
　（鎌ケ谷市社会福祉協議会内）
住所：鎌ケ谷市新鎌ケ谷２-６-１
電話：047-444-2231

義援金のご案内義援金のご案内
　家族やご自身のこと、子育てのこと…学校や職場での人
間関係など「誰かに相談したい」日常生活の悩みや不安に
ついて、ひとりで悩まず、お気軽にご相談下さい。
＊相談無料、秘密厳守、電話相談

●心配ごと相談（生活全般）
毎週水曜日　午前 10時から 14時
●心の相談（心の悩み）＊予約制
毎週月曜日・金曜日　午前 10時から 14時

＊いずれも相談場所：総合福祉保健センター５階
　　　　　　　　　　社会福祉協議会内相談室
＊予約及び問合せ先：社会福祉協議会相談専用電話
　　　　　　　　　　047-444-6921

心配ごと相談所 ～話してください　あなたの悩み～

　12月１日から歳末たすけあい募金運動が始まります。皆さまからいただいた募
金は、年末年始に支援を必要とする人のために配分されます。昨年度は、皆さま
のあたたかい思いやりの気持ちから 3,613,093 円の募金が集まりました。

地域で支援を必要とする人のために地域で支援を必要とする人のために
～歳末たすけあい募金にご協力ください～～歳末たすけあい募金にご協力ください～

　現在、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、多
くの事業を中止しております。ご迷惑をおかけしますが、
ご了承いただけますようお願い申し上げます。なお、福祉
サービス案内は実施しておりますので、ご活用ください。

地区社協事業について

マスコットキャラクター
びわぴよ



◇この広報紙は一部共同募金の配分金によって発行されています◇

平成31年4月1日から令和２年3月31日までの期間に、苦情申出はありませんでした。
（社会福祉法人鎌ケ谷市社会福祉協議会　苦情解決規程第14条に基づく報告）

本会が実施する福祉サービスに関する運営状況の公表

災害ボランティアセンター
立ち上げ訓練報告

資金貸付事業
〈生活福祉資金（コロナ特例貸付）〉について

　令和 2年９月１２日に災害ボランティアセンター立ち上
げ訓練を実施しました。今年度はコロナウイルスの関係から
三密を防ぐため、規模を大幅に縮小し座学による訓練となり
ました。
　当日は、「鎌ケ谷市の安全対策」についてを鎌ケ谷市役所
安全対策課より、令和元年台風 15号、19号で甚大な被害
を受け、実際に災害ボランティアセンターを立ち上げ・運営
をした木更津市社協より「木更津市社協のボランティアセン
ターの取り組み」についてを学びました。
　特に木更津市社協の取り組みについては、災害ボランティ
アセンターを試行錯誤しながら立ち上げ・運営していく過程
を具体的に知ることが出来とても参考になりました。

１　緊急小口資金
( 対　象 )�新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

休業などにより収入減少があり、緊急かつ
一時的な生活維持のために貸付を必要とす
る世帯。

(貸付額 )20 万円以内

２　総合支援資金
( 対　象 )�新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

失業などにより生活に困窮し、日常生活の
維持が困難となっていて貸付を必要とする
世帯。

(貸付額 )�単身世帯月額 15 万円以内・2人以上世帯
月額 20万円以内

(貸付期間 )原則 3カ月以内

３　貸付状況等 ( 令和 2 年 4 月～ 9 月間 )
①　�延べ相談件数 2,717 件
②　�着金 ( 貸付決定 )件数　緊急小口 456件� �

総合支援 178件

●実施主体　社会福祉法人千葉県社会福祉協議会
●相談窓口　社会福祉法人鎌ケ谷市社会福祉協議会

令和元年度事業報告
1 法人運営事業
①会務運営：理事会 4回、評議員会 2回実施
②�啓発事業：広報紙年 3回発行、ホームページによる福祉情報の
提供等、「すまいる祭り」及び「福祉健康フェア」の実施
③�福祉関係団体等への育成支援等（福祉関係団体、福祉NPO法人、
福祉施設等への支援）
④�要援助者への支援：日常生活自立支援事業への対応〈新規相談
件数 17件〉、災害見舞金〈18件〉及び法外援護費等の交付
⑤�福祉教育支援：市内小中学校〈14校〉への助成及び福祉講座
への講師派遣等
⑥�共同募金運動：赤い羽根募金、歳末たすけあい募金及び災害義
援金等の推進

2 地域福祉事業（地区社会福祉協議会事業）
①�広報事業：福祉サービスの案内、地区社協広報紙の発行、地域
の公共施設行事で活動報告等
②�交流事業：高齢者、障がい者、こども等を対象としたサロン事業、
ふれあい祭り、お楽しみ会・子育て支援交流会等
③�在宅福祉事業：介護者のつどい、ミニリハビリ教室、介護予防
教室等
④�ボランティア育成事業：地域でのボランティア活動、人材の育
成研修等
⑤�その他：見守りパトロール、健康増進を図るウォーキング、福
祉関連勉強会・防災への備え等

3 ボランティアセンター事業
①相談 4,097 件　斡旋 694件
②ボランティア養成事業　延べ 474名参加
③ボランティア活動紹介・情報提供等

④講師派遣・福祉講座協力 17件
⑤災害ボランティアセンター立ち上げ訓練の実施

4 在宅福祉事業
①ふれあいサービス
　�延べ活動利用回数 879回　延べ活動利用時間数 1,283 時間
②在宅介護者のつどい　
　�毎月 1回延べ 104 名参加（レクリエーション、調理実習、介
護体験意見交換会等）、地区別介護者の集い（介護の悩み交換会
等実施：延べ 48名参加）

5 資金貸付事業
①総貸付相談件数 225件（延べ件数 339件）
　・�生活福祉資金 貸付申請受理等 11 件（災害 1、保護世帯 1、
緊急小口 7、教育支援 2）

6 相談事業
①心配ごと相談　開催日数 46日 47件
②心の相談　開催日数 91日 114件
③成年後見制度・遺言相続個別相談会　2回7件

7 受託事業　
①�指定管理者事業
　・�福祉作業所友和園（就労支援 B型 18 名在籍、生活介護 12
名在籍）

　　�作業内容（アルミ缶回収、ラベル貼り、地域新聞の配達、清掃等）
　・�地域福祉センター　年間利用回数（大会議室 266回、団体活
動室 308回等）



市民ボランティア体験学習（特別企画）

年

外国人お
も
て
な
し大作戦

＃ちょいボラ おもてなしグッズ作成数

作品内容：祝い鶴・とんとん相撲・

かぶと＆金魚

合計 セット

折紙作品総数

祝い鶴 個

折り鶴（大・小） 個

とんとん相撲 個

かぶと＆金魚 個
その他 個

合計 個

おもてなし大作戦

参加延べ人数

令和元年度 １６５名

令和２年度 ９８名

合計 ２６３名

東京 に向けた「千葉県都市ボランティア＃ちょいボラ」に参加し、大会期間中に県内を

訪れる観光客への思い出・記念として贈る折紙の“おもてなしグッズ”を作成しました。

多くの方の心のこもった作品を、県都市ボランティア特設サイトへ届けることができました。

日本の伝統である折紙の魅力と“おもてなしの心”が世界中に届きますように。

ご協力いただき、ありがとうございました。

通信
総合福祉保健センター5階
問い合わせ TEL（442）2940

FAX（446）4545
開所時間

月～金曜日：午前9時～午後4時

◇コロナ禍で普段の活動ができない…今だからできること、今だからやっていること◇

今後の予定について
　今後の講座・体験学習につきまして
は新型コロナ感染症防止のため、現在
調整中です。決まり次第ホームページ
でご案内いたします。

切手回収ボックス
設置場所の案内

　整理ボランティアコスモスの会では、
市民の方々からご協力いただいた使用済
み切手を換金し、福祉施設や福祉団体等
へ寄付する活動をしています。活動を通
じて心のふれあいを大切にし、ボランティ
アの輪を広げていきたいと思います。
　下記の市内公共施設や商業施設等に回
収ボックスを設置しておりますので、皆
様のご協力をお願いいたします。
( 市役所・総合福祉保健センター内 )�
高齢者支援課、障がい福祉課、健康増進課、
市民活動推進課、ボランティアセンター
( 施設等 )�
まなびぃプラザ、東部学習センター、東
初富公民館、市立図書館、南初富コミュ
ニティ―センター、北中沢コミュニティ
―センター、粟野コミュニティ―セン
ター、特別養護老人ホーム初富の里、鎌ヶ
谷総合病院、南初富郵便局、千葉興業銀
行鎌ケ谷支店、マルエツ大仏店、オラン
ダ屋咲が丘店、甘利歯科

VC登録人数　令和2年 10月現在
ボランティア団体　　887名（37団体）
個人ボランティア　　158名
合計　　　　　　　1,045 名

● �ボランティア活動について知ることができ、良かったです。（高校生男子）
● �非常に有意義な時間を過ごさせていただきました。ありがとうございました。（高校生男子）
● �脳トレにもなりました。新しい方とお知り合いにもなれ、楽しい時間を過ごさせていただきました。
● �ボランティアの皆様のおもてなしの心による優しさを感じました。
● �とても楽しくあっという間の時間でした。一枚の紙からいろいろな形になり、見ているだけでも感激でした。
● �久しぶりに数人の方と会い、折り紙を折りとても楽しかったです。
● �コロナ感染症防止のため人との交流が少なく寂しく過ごしている中、とても楽しく充実した日々でした。

ラッピング
参加者の

感想

新型コロナウィルス感染症対策のため、予定していました「折紙勉強会」はすべて中止となりましたが、
8月末に折紙作品のラッピングボランティアを募集しましたところ、延べ 58人の参加がありました。

集めています　ボランティアグループや施設で活用されます
●�ウエス用布 (不要になったＴシャツやゆかた、シーツなど木綿の布 )
●�使用済み切手 (切手は封筒からはがさず、できれば消印を残し切り取ってください )
●�アクリル毛糸　　●花の苗や種
※�ボランティアセンター窓口で受け付けております。ご協力をお願いいたします。

ボランティア団体の活動についてボランティア団体の活動について
　新型コロナ感染症防止のため活動内容によっ
て、活動を制限または自粛をしています。
　活動の見学や体験につきましては、あらかじ
めボランティアセンターへご相談ください。

新しい活動のかたち
活動前：手指消毒・検温 (マスク着用 )→おしゃべりを控え、距離を保って活動→退室時：使用器具の消毒


